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市議会議員の報酬及び特別職の給料の額について（答申） 

 

 

 

令和８年９月１７日付け８中総総第 1086 号で諮問のあった標記の件について、慎重に審議 

を重ねた結果、別紙のとおり答申いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



答　申　書 

 

 

１ 答申事項 

議会議員の報酬額、ならびに市長、副市長及び教育長の給料の額については、次のとおり

とすることが適当である。 

 

（１）議会議員の報酬額 

 

    議　　長　　月額 ４４７，０００円　（＋２４，０００円） 

    副 議 長　　月額 ４０３，０００円　（＋２２，０００円） 

    議　　員　　月額 ３７８，０００円　（＋２３，０００円） 

    委 員 長　　月額 ３８７，０００円　（＋２３，０００円） 

    副委員長　　月額 ３８３，０００円　（＋２３，０００円） 

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　※カッコ内は現行との比較 

 

（２）市長、副市長及び教育長の給料の額 

 

    市　　長　　月額 ８８８，０００円　（現行据え置き） 

    副 市 長　　月額 ７２４，０００円　（現行据え置き） 

    教 育 長　　月額 ６４６，０００円　（現行据え置き） 

 

 

（３）その他の特別職（附属機関等の委員及び評価員等）の報酬額 

 

    　その他の特別職の報酬額については、上記（２）における特別職（三役）の改定状況

に連動する本市のこれまでの慣例に基づき、今回は現行のまま「据え置き」とすること

が適当である。 

 

 

（４）改定の時期 

令和９年４月１日実施 

 

 

 

 



２ 審議経過及び内容 

    第１回審議会　令和８年　９月１７日 開催 

    第２回審議会　令和８年１０月　５日 開催 

    

本審議会は、過去における審議会の開催実績や改定状況、福岡県内他市の報酬水準、本市

における中長期の財政状況、物価及び人事院勧告の推移、ならびに市民所得等の客観的な事

実に基づき、現行の議会議員の報酬額及び市長、副市長、教育長の給料の額が適当であるか

否かについて、多角的な視点から慎重に審査を重ねた。 

審議の過程においては、市長ら三役の給料について、その職責や近年の社会情勢を十分に

認識しつつも、本市の極めて厳しい財政状況を最優先に勘案し、今回は「据え置き」が妥当

であるとの結論に達した。 

一方で、市議会議員の報酬については、現在の社会情勢や他市との不均衡を考慮し、類似

団体の平均額を参考に引き上げを行うべきとの結論に至った。ただし、この引き上げは単な

る処遇改善ではなく、より高い責任が伴うものであるため、次項の「付帯意見」に掲げる事

項を強く促すものである。 

 

 

３ 付帯意見 

報酬等の審議過程において、本審議会として特に検討すべきとされた事項について、次の

とおり意見を申し添える。 

 

（１）議員定数の見直しについて 

今回の議員報酬等の改定にあたり、本審議会としては本市の極めて厳しい財政状況、なら

びに将来的な人口減少を見据えた歳出抑制の観点から、慎重な議論を行った。 

審議の結果、現行の議員報酬について類似団体との均衡を図るため、今回の引き上げを決

定したところである。しかしながら、これは単なる処遇の改善を意味するものではない。 

市民の理解と納得を得るためには、今後の議員定数のあり方（定数削減）について、議会

および市において聖域なく、かつ速やかに具体的な見直しに着手することを強く求める。 

 

（２）議員活動の活性化と情報公開について 

議員報酬を引き上げ、類似団体との均衡を図るからには、それに見合う市民の代表として

の積極的な活動と責任が伴うものである。 

議員におかれては、市の各種イベントや招待された行事等へ積極的に参加し、市民との対

話や地域課題の把握に努めることを強く期待する。また、それらの活動成果について、市民

への透明性を持った情報公開をより一層推進し、広く市民の信頼に応える姿勢を示すことを

強く要望する。 

 



４ おわりに 

人口減少や深刻な財政硬直化（経常収支比率 95.3％）など、本市を取り巻く環境は一段と

厳しさを増している。こうした中で、市民の代表である議員、そして行政組織の責任者であ

る特別職をはじめ、全庁が一丸となって市民の福祉と住民サービスを維持・向上させていく

ことが求められる。 

市長ならびに議員各位におかれては、今後の本市の持続可能な発展と市民サービス向上の

ために、なお一層のご尽力を賜りたい。 

 

 

以上 

 

 

　 

中間市特別職報酬等審議会 

 

    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　長　　坂　口　充　笑 

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 副会長　　井　上　啓　司 

    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　井　上　佳　亮 
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委　員　　冷牟田　真　二 
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